
問題１ 

（１） 

   

 

 

【気づいたこと】 

ア イ ウ エ オ 

１ ２ ３ ４  

 ８ ７ ６ ５ 

９ １０ １１ １２  

 １６ １５ １４ １３ 

 

… 

 

… 

 

… 

 

… 

 

… 

 

表に整理したとき，たての列ごとに入ったボールの番号を見ていくと， 

次のようなきまりがある。 

アの入れ物に入っているボールの番号を８で割ると，あまりは１になる。 

イの入れ物に入っているボールの番号を８で割ると，あまりは２か０になる。 

ウの入れ物に入っているボールの番号を８で割ると，あまりは３か７になる。 

エの入れ物に入っているボールの番号を８で割ると，あまりは４か６になる。 

オの入れ物に入っているボールの番号を８で割ると，あまりは５になる。 

だから，番号を８で割ったときのあまりの数で，どの箱に入るのかが分かる。 

答え   イ 

（２） 

    

 

 

【考え方】 

ア イ ウ エ オ 

１ ２ ３ ４  

 ８ ７ ６ ５ 

９ １０ １１ １２  

 １６ １５ １４ １３ 

… … … … … 

 

表に整理したとき，たての列ごとに入ったボールの番号を見ていくと， 

次のようなきまりがある。 

アの入れ物に入っているボールの番号を８で割ると，あまりは１になる。 

イの入れ物に入っているボールの番号を８で割ると，あまりは２か０になる。 

ウの入れ物に入っているボールの番号を８で割ると，あまりは３か７になる。 

エの入れ物に入っているボールの番号を８で割ると，あまりは４か６になる。 

オの入れ物に入っているボールの番号を８で割ると，あまりは５になる。 

だから，番号を８で割ったときのあまりの数で，どの箱に入るのかが分かる。 

   ２０１４÷８＝２５１あまり６ あまりが６になる入れ物は，エである。 

答え   エ 



（３） 

    

 

 

【考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ア イ ウ エ オ カ キ カ オ エ ウ イ 

１じゅん目 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

２じゅん目 １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

 

･･･
 

･･･
 

･･･
 

･･･
 

･･･
 

･･･
 

･･･
 

･･･
 

･･･
 

･･･
 

･･･
 

･･･
 

     

 

表に整理したとき，たての列ごとに入ったボールの番号を見ていくと， 

次のようなきまりがある。 

アの入れ物に入っているボールの番号を１２で割ると，あまりは１になる。 

イの入れ物に入っているボールの番号を１２で割ると，あまりは２か０になる。 

ウの入れ物に入っているボールの番号を１２で割ると，あまりは３か１１になる。 

エの入れ物に入っているボールの番号を１２で割ると，あまりは４か１０になる。 

オの入れ物に入っているボールの番号を１２で割ると，あまりは５か９になる。 

カの入れ物に入っているボールの番号を１２で割ると，あまりは６か８になる。 

キの入れ物に入っているボールの番号を１２で割ると，あまりは７になる。 

  だから，番号を１２で割ったときのあまりの数で，どの入れ物に入るのかが分かる。 

 

 （式）２０１４÷１２＝１６７あまり１０ 

    あまりが１０なので，エの入れ物に入ることになる。 

 

答え   エ 

 

  ア    イ    ウ    エ    オ    カ    キ 

  １    ２    ３    ４    ５    ６    ７ 

   ＋１２  ＋１２  ＋１２  ＋１２  ＋１２  ＋１２  ＋１２ 

１３   １２   １１   １０    ９    ８    

 

     １４   １５   １６   １７   １８   １９ 

 

※１２ずつ増えているので，１２までの表を作ればいいということが分かる。 

＋１２ 



Ａ Ａ ・ ６０度 

問題２ 

（１） 

 

 

 

 

        ①        ②        ③        ④ 

 

 

 

 

 

 

 

 ６０度の位置にきたとき，白い円の矢印の向きは，１２０度を指すことが分かりました。次に９０度の

位置にきたとき，白い円の矢印の向きは，１８０度を指すことが分かりました。このことから，白い円の

矢印の向きは、白い円が黒い円の円周上を転がった部分の角度の２倍を指すことが分かりました。  

（２） 

 

 

        ①         ②        ③       ④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ①･･･スタート位置から２つの黒い円の間までに、白い円が黒い円の円周上を転がった

部分の角度は、黒い円の中心からみると１２０度です。問題（１）の結果より，

その時の白い円の矢印の向きは２倍の２４０度を指すことが分かります。 

        ②～④･･･①の結果をもとにすると，①から②，②から③，③から④の位置にきたとき

は，全て同じだけ転がることになるので，②は２４０度から２４０度転がり， 

１２０度を指します。③は１２０度から２４０度転がり，０度を指します。

④は０度から２４０度転がり，２４０度を指します。 

・ Ａ ・ 

図３ 

 

 

Ａ ・ ・ 

６０度の位置に 
きたとき 

 

９０度の位置に
きたとき 

 

１８０度の位置に
きたとき 

 

１周動いたとき 

図４ 

 

２つの円の間に 
くっついたとき 

 

ちょうど真下に
きたとき 

２つの円の間に 
くっついたとき 

 

１周動いたとき 

 

 
Ａ 

１２０度 

 

Ａ ・ ・ 

 

Ａ 

 

Ａ ・ 

 

Ａ ・ 
 

Ａ ・ 



（３） 

 【問題】 

   下の図のようにならべた黒い円と矢印をかいた白い円があります。黒い円と白い円を点Ａでくっつ

けて並べて時計回りにすべらないように転がしながら１周させます。白い円が，次の①から③の位置

にきたとき，矢印の向きをそれぞれ白い円にかきこみましょう。 

 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 ③１周してもとの位置

にきたとき  

 ②左側のくぼみの位置

にきたとき  

 ①右側のくぼみの位置

にきたとき 

 

白い円の矢印は，黒い円の円周上を転がった部分の角度の２倍動きます。

それを３６０度でわることによって，なん回転したかが分かります。 

式（９０＋６０＋６０＋１５０）×２÷３６０＝２ 

①のところまでに，２回転するので，矢印は真上を指します。 

 式（３０＋１５０＋１５０＋３０）×２÷３６０＝２ 

②のところまでに，２回転するので，矢印は真上を指します。 

 式（１５０＋６０＋６０＋９０）×２÷３６０＝２ 

③のところまでに，２回転するので，矢印は真上を指します。 

③にくるまでに，矢印は，合計で６周回転したことになります。 

スタート地点から１つ目のくぼみまでに白い円が黒い円の円周上を転が

った部分の角度は，黒い円の中心からみると９０度です。（１）の問題か

ら，白い円の矢印は倍の１８０度動くことになります。 

１つ目のくぼみから２つ目のくぼみまでに白い円が黒い円の円周上を転

がった部分の角度は，黒い円の中心からみると６０度です。（１）の問題

から，白い円の矢印は，倍の１２０度動くことになります。 

【解説】 

        【解答】 



問題３ 

（１） 

  Ａ店では，Ｔシャツを２５枚以上４９枚以下の枚数をつくるとき，１枚当たり 

の料金は８５０円だから，４６枚つくった場合の料金は， 

８５０×４６＝３９１００（円）  

   また，Ａ店で５０枚以上つくると，１枚当たりの料金は７５０円になるので， 

５０枚つくるとすると， 

    ７５０×５０＝３７５００（円）  

   ３７５００円は，３９１００円より１６００円安い。だから，Ａ店の料金設定では， 

５０枚つくった方が安くなる。 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

【考え方】 

枚数 式 合計 結果 

５０ ７５０×５０＝３７５００ ３７５００  

４９ ８５０×４９＝４１６５０ ４１６５０ ○ 

４８ ８５０×４８＝４０８００ ４０８００ ○ 

４７ ８５０×４７＝３９９５０ ３９９５０ ○ 

４６ ８５０×４６＝３９１００ ３９１００ ○ 

４５ ８５０×４５＝３８２５０ ３８２５０ ○ 

４４ ８５０×４４＝３７４００ ３７４００ × 

    ※結果は，合計金額が３７５００円より高ければ「○」安ければ「×」と記入する。 

  

５０枚買ったときの値段は，７５０×５０＝３７５００（円）である。 

 ３７５００円で１枚８５０円のとき，何枚のシャツがつくれるかを求めると 

８５０×X＝３７５００ 

     X＝３７５００÷８５０＝４４．１１･･･ 

 

 

 

 

答え     ４５ 枚
まい

以上   ４９ 枚以下 

このことから，T

シャツを４５枚

以上つくると

き，５０枚つく

った方が，安く

なるということ

が言える。 



（３） 

 

 

 

 (Ａ店の場合） 

９５０×２４＝２２８００(円) … ２４枚つくった場合の代金 

２５枚以上つくると，１枚当たり８５０円になるので２５枚つくるとすると， 

 ８５０×２５＝２１２５０（円） 

 １枚余分になるが，２５枚つくる方がＡ店では安い料金となる。 

（Ｂ店の場合） 

 １０枚つくるごとに１枚プレゼントしてもらえるので，２０枚つくると２枚プレゼントされる。 

だから，２４－２＝２２で，２２枚つくればよい。 

 Ｂ店で２２枚つくるときの料金が，Ａ店の一番安い料金 ２１２５０円より安くなればよい。 

1枚当たりの料金にすると， 

２１２５０÷２２＝９６５．９０…（円）になる 

９６５．９を切り下げて，９６５円以下のとき，Ａ店でつくるよりＢ店でつくった方が安くな

る。 

 

答え        ９６５  円以下 


